
登別市行政評価実施要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、行政評価の実施に関する基本的な事項を定め、行政

評価の円滑な実施により成果重視の行政経営の推進、質の高い行政の実

現及び市政に関する透明性確保を図ることを目的とする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に

定めるところによる。 

（１）政策 登別市総合計画・基本計画、分野別の計画等で定める市政の

各分野における基本的な方向性をいう。 

（２）施策 政策を実現するための個々の具体的な方針をいう。 

（３）事務事業 施策を実現するための個々の具体的な事務及び事業をい

う。 

（４）行政評価 市が実施している政策、施策及び事務事業の有効性、効

率性、達成度等を、一定の基準及び指標を用いて客観的に評価するこ

とをいう。 

（行政評価の種類） 

第３条 行政評価の種類は、次に掲げるとおりとする。 

（１）政策評価 

（２）施策評価 

（３）事務事業評価 

（行政評価の範囲） 

第４条 政策評価は、登別市総合計画・基本計画に定められた政策につい

て実施する。 

２ 施策評価は、登別市総合計画・基本計画に定められた施策について実

施する。 

３ 事務事業評価は、登別市総合計画・基本計画に係る実施計画に定めら

れた事務事業及び施策を推進するために市長が特に必要と認める事務事

業について実施する。 

（行政評価の方法） 

第５条 行政評価は、次に掲げる方法により実施するものとする。 

（１）内部評価 事務事業を所管している各部局等が実施する行政評価及

び全庁的な観点から次条に規定する登別市行政評価会議が実施する行

政評価をいう。 

（２）外部評価 行政評価の客観性及び公平性を確保するため、第８条に



規定する市民への意識調査による行政評価及び登別市行政評価外部評

価委員会による行政評価をいう。 

２ 行政評価の実施に当たり、評価項目、評価の視点その他必要な事項は、

別に定める。 

（評価会議の設置） 

第６条 前条に規定する内部評価を実施するため、登別市行政評価会議（以

下「評価会議」という。）を設置する。 

（評価会議の構成等） 

第７条 評価会議は、総務部長、総務部次長、人事・行政管理グループ総

括主幹、企画調整グループ総括主幹、財政グループ総括主幹及び必要に

応じ市長が指名した者により組織する。 

２ 評価会議は、総務部長が主宰し、会議の議長となる。 

３ 議長は、必要があると認めるときは、評価会議の構成員以外の者の出

席を求め、意見若しくは説明を聴き、又は資料の提出を求めることがで

きる。 

４ 議長は、行政評価が実施されたときは、その結果を取りまとめ、市長

に報告しなければならない。 

（外部評価） 

第８条 市長は、市が実施した行政評価の結果について、市民の視点で評

価する必要があると認めた場合、次に掲げる方法で、外部評価を必要な

都度実施するものとする。 

（１）市民への意識調査による評価 

（２）登別市行政評価外部評価委員会（以下「委員会」という。）による評 

  価 

（委員会の設置） 

第９条 市長は、行政評価の客観性及び公平性を確保するため、委員会を

必要に応じて設置することができる。 

２ 前項に定めるもののほか、委員会の組織及び運営に関し必要な事項は、

別に定める。 

（結果の公表及び市民意見の反映） 

第１０条 行政評価の結果については、市民にわかりやすい方法により公

表するものとする。 

２ 市長は、行政評価の方法、結果その他の事項について、市民から意見

があったときは、その意見を行政評価へ反映させるよう努めるものとす

る。 

（庶務） 



第１１条 行政評価に関する庶務は、総務部企画調整グループにおいて処

理する。 

（その他） 

第１２条 この要綱に定めるもののほか、行政評価の実施に関し必要な事

項は、市長が別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成２４年１月２０日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成２６年６月１日から施行する。 


